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小
浜
の
祭
り
の
魅
力 

伝
え
た
い

女子バレーボール部　キャプテン

一
体
感
生
ま
れ
楽
し
さ
増
し
た

（小浜第二中学校 3 年生）

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
家
で
育
ち
、
小
学
４

年
生
の
と
き
に
地
域
の
ク
ラ
ブ
で
プ
レ
ー

を
始
め
た
畠
中
さ
ん
。「
ボ
ー
ル
を
床
に
落

と
す
と
失
点
す
る
た
め
、
ボ
ー
ル
を
拾
い

上
げ
て
、
つ
な
が
っ
た
と
き
に
達
成
感
が

得
ら
れ
る
」
と
競
技
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

　

畠
中
さ
ん
が
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
小

浜
第
二
中
学
校
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

に
は
２
・
３
年
生
15
人
が
所
属
。「
個
々
の

レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
た
こ
と
で
、
チ
ー

ム
と
し
て
の
一
体
感
を
強
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
、
競
技
が
ど
ん
ど
ん
楽
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　

若
狭
地
区
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
に
選
出
さ

れ
、
キ
ャ
プ
テ
ン
に
も
起
用
さ
れ
る
な
ど

多
彩
な
活
躍
を
み
せ
る
畠
中
さ
ん
。
顧
問

の
山や
ま
ぐ
ち口

先
生
は
、「
自
分
た
ち
で
チ
ー
ム
を

作
る
と
い
う
意
識
が
高
く
、
部
員
を
引
っ

張
っ
て
く
れ
て
い
る
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

　

目
標
に
掲
げ
て
い
る
の
は
地
区
大
会

で
優
勝
し
、
県
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
。

「
１
６
５
㌢
の
長
身
を
生
か
し
て
、
ど
ん
な

ト
ス
で
も
打
ち
込
め
る
選
手
に
成
長
し
た

い
」
と
意
欲
を
み
せ
、「
プ
レ
ー
で
貢
献
し

て
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
き
た
い
で
す
」
と

明
る
く
ハ
キ
ハ
キ
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

畠
は た け な か

中 希
の ぞ み

実 さ
ん伊

い す だ

須田 泉
いずみ

さ
ん

燃えろ！青春！部活道

燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

らり！小浜人き

現
場
で
気
持
ち
よ
く
働
け
る
環
境
に

（23 歳・東市場）

　

昨
年
４
月
か
ら
警
備
や
人
材
派
遣
な
ど

を
手
掛
け
る
オ
ー
イ
ン
グ
本
社
（
高
浜
町
）

の
総
務
部
で
勤
務
し
て
い
る
伊
須
田
さ
ん
。

主
に
電
話
や
来
客
へ
の
応
対
、
企
業
の
顔
と

も
言
え
る
、
警
備
な
ど
の
現
場
で
働
く
人
た

ち
の
制
服
管
理
な
ど
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
入
社
当
時
は
、
社
会
人
一
年
目
で
会

社
の
代
表
電
話
を
と
る
こ
と
に
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
た
」
と
振
り
返
り
、「
頼

り
に
な
る
先
輩
を
お
手
本
に
し
な
が
ら
、

最
近
で
は
気
負
い
な
く
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

上
司
の
部
長
も
、「
正
面
か
ら
仕
事
に
向

き
合
い
、
何
事
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
で
的
確
に

こ
な
し
て
く
れ
て
い
る
」
と
太
鼓
判
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
部
署
の
社
員
と
関
わ
り
、
情

報
交
換
を
し
な
が
ら
、
で
き
る
仕
事
を
増

や
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
伊
須
田
さ
ん
。

「
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
っ
て
い
る
現
場

の
人
た
ち
が
気
持
ち
よ
く
働
け
る
環
境
づ

く
り
に
貢
献
し
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　

地
元
で
働
く
よ
う
に
な
り
、
人
の
温
か
さ

を
改
め
て
実
感
。「
職
場
の
環
境
に
恵
ま
れ

て
い
る
こ
と
や
、
見
守
っ
て
く
れ
る
家
族
が

い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
自
分
自
身
も
成
長

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

勤務先　（株）オーイング 本社

　

毎
年
５
月
に
行
わ
れ
る
小
浜
神
社
（
城

内
一
丁
目
）
の
祭
礼
「
お
城
祭
り
」
で
奉

納
さ
れ
る
「
雲
浜
獅
子
」。
矢
野
さ
ん
は
、

老
若
２
頭
の
雄お

獅じ

し子
が
１
頭
の
雌め

じ

し
獅
子
を

巡
っ
て
争
う
物
語
で
、
主
に
若
い
雄
獅
子

の
舞ま
い
か
た方

（
舞
い
手
）
を
務
め
ま
す
。

　
「
雲
浜
獅
子
は
、姉
妹
都
市
の
川
越
市
（
埼

玉
県
）
か
ら
伝
わ
っ
た
獅
子
舞
に
、
京
都
な

ど
関
西
文
化
の
影
響
も
加
わ
っ
た
、
小
浜
独

自
の
も
の
」
と
話
す
矢
野
さ
ん
。
そ
の
素
晴

ら
し
さ
を
全
国
に
広
め
た
い
と
、
稽
古
や
県

内
外
で
の
出
張
公
演
の
様
子
な
ど
を
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
精
力
的
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
「
江
戸
時
代
の
絵
巻
物
に
は
、
広
峰
神
社

（
千
種
二
丁
目
）
の
祇
園
祭
と
八
幡
神
社
（
男

山
）
の
放
生
祭
が
ひ
と
つ
だ
っ
た
こ
ろ
の
祭

礼
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
雲

浜
獅
子
の
姿
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
再
び

集
結
す
る
場
を
作
る
こ
と
が
夢
」
と
話
す
矢

野
さ
ん
。「
全
国
で
も
珍
し
い
、
多
種
多
様

な
出
し
物
が
特
徴
の
『
小
浜
の
祭
り
』。
そ

の
魅
力
を
日
本
中
に
ｐ
Ｒ
し
た
い
で
す
」

と
、
熱
意
に
満
ち
た
表
情
で
語
り
ま
す
。

　
「
こ
と
し
も
５
月
２
日
㊍
㊗
・
３
日
㊎
㊗

の
２
日
間
、
宮
入
り
や
地
区
内
の
巡
行
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
」

雲浜獅子保存会　舞方

（26 歳・一番町）

矢
や の

野 修
し ゅ う へ い

平 さ
ん

夢
へ
の
道
は
一
つ
じ
ゃ
な
い

　

３
年
生
７
人
、
２
年
生
５
人
が
所
属
す

る
若
狭
高
校
美
術
部
。
展
示
会
や
コ
ン
ク
ー

ル
に
向
け
た
作
品
作
り
や
、
地
域
や
事
業

所
の
依
頼
に
応
じ
た
デ
ザ
イ
ン
の
提
供
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

部
長
の
田
中
さ
ん
は
主
に
水
彩
画
を
制
作
。

現
在
は
、
７
月
に
開
催
予
定
の
卒
業
作
品
展

に
向
け
て
、
作
品
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
部
員
た
ち
の
創
作
分
野
は
、
絵
画
や
切
り

絵
、
粘
土
造
形
な
ど
バ
ラ
バ
ラ
で
、
活
動
も

好
き
な
時
に
来
て
好
き
な
時
に
帰
る『
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
』
な
部
」
と
話
し
、「
部
室
で
そ
れ

ぞ
れ
創
作
を
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
お
し
ゃ

べ
り
を
し
て
盛
り
上
が
れ
る
、
と
て
も
居
心

地
の
良
い
部
で
す
」
と
ほ
ほ
笑
む
田
中
さ
ん
。

　

絵
の
ほ
か
に
音
楽
も
好
き
だ
と
い
う
田
中

さ
ん
の
夢
は
、「
何
か
し
ら
の
形
で
音
楽
に

関
わ
る
仕
事
に
就
く
こ
と
」。

　

受
験
生
と
し
て
進
路
に
悩
む
中
で
、「
先

生
を
は
じ
め
、
い
ろ
ん
な
人
に
相
談
し
た
」

と
言
い
、「
グ
ッ
ズ
の
デ
ザ
イ
ン
や
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
な
ど
、『
音
楽
に
関
わ
る
道
は

一
つ
じ
ゃ
な
い
』
と
思
え
た
。
今
は
、
美

術
系
の
大
学
に
進
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ

イ
ン
を
学
ん
で
将
来
に
生
か
し
た
い
で
す
」

と
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

美術部　部長

（若狭高校 3 年生）
田

た な か

中 紀
き え

衣 さ
ん



特
発
性
正
常
圧
水
頭
症
に
よ
る
認
知
症

　

認
知
症
の
原
因
の
１
つ
に
特
発
性
正

常
圧
水
頭
症（
ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｈ
）が
あ
り
ま
す
。

原
因
が
特
定
さ
れ
ず
水
頭
症
（
脳
に
髄
液

が
余
分
に
た
ま
る
状
態
）
に
な
り
、
認
知

症
・
歩
行
障
害
・
尿
失
禁
な
ど
の
症
状

が
現
れ
ま
す
。
ペ
ン
ギ
ン
の
よ
う
な
「
小

刻
み
な
ガ
ニ
股
歩
行
」
が
特
徴
的
で
す
。

　

次
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
２
つ
以
上

当
て
は
ま
る
場
合
は
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
で
の
精
密
検
査
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

手
術
で
治
せ
る
認
知
症

　

ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｈ
は
、
発
症
か
ら
お
お
む
ね
３
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
手
術
で
約
７
０
％
の
人
の

歩
行
障
害
や
認
知
症
が
改
善
し
ま
す
。
従
来

の
手
術
で
は
脳
の
中
に
チ
ュ
ー
ブ
を
差
し
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、
小
浜
病
院
で
は
脳
を
直
接

触
ら
ず
に
治
せ
る
手
術
（
腰
椎
腹
腔
シ
ャ
ン
ト

術
）を
行
っ
て
い
ま
す
。
傷
口
は
腰
部
、腹
部
、

側
腹
部
の
３
カ
所
の
小
さ
な
傷
だ
け
で
す
。

認
知
症
患
者
の
５
％
が
ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｈ

　

ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｈ
患
者
は
、
認
知
症
患
者
の
５
％

程
度
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
５
～

６
人
に
１
人
が
認
知
症
と
仮
定
す
る
と
、
市

内
に
は
５
０
人
以
上
の
患
者
が
潜
ん
で
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
近
年
、
小
浜
病
院
で
ｉ

Ｎ
Ｐ
Ｈ
に
対
す
る
手
術
を
行
っ
た
数
は
わ
ず

か
十
数
例
し
か
無
く
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
患

者
が
身
近
に
潜
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
が
に
股
歩
行
・
小
刻
み
歩
行
の
認
知
症
」

の
症
状
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
疑
い
が
あ
る
場

合
は
、
脳
神
経
外
科
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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生
活
の
と
び
ら

健
康

手
術
で
治
せ
る
認
知
症

〝
特
発
性
正
常
圧
水
頭
症
〟

杉
田
玄
白
記
念  

公
立
小
浜
病
院

■
問
い
合
わ
せ  

☎️
52
・
０
９
９
０

脳
神
経
外
科

根ね
い
し石  

拡ひ
ろ
ゆ
き行  

医
師

【アクセス】

小浜市飯盛 145-1

ＪＲ小浜駅から車で 16 分

小浜西ＩＣから車で 9 分

【文と写真】

地域おこし協力隊 オカモト

地域おこし協力隊おススメ

浜小 百景
飯
は ん じ ょ う じ

盛寺

第 43 回

　飯盛寺は、多
た だ

田ヶ
が

岳
たけ

、青
あ お ば さ ん

葉山と並ぶ若狭三山の一つ、
飯
いいもりやま

盛山の中腹に建っています。
　飯盛寺を紹介してくれた加斗公民館長の木

き む ら

村さん
によると、ほかの地域の人は、同じ『飯盛』でも、
山は『イイモリ』、寺は『ハンジョウ』、地域は『ハ
ンセイ』と、さまざまな読み方があることにとても
興味が湧くようです。
　実際に訪ねてみて、私が特に魅力的だと感じたの
は、シンプルながらも美しいかやぶき屋根です。明
治 40 年に一度、波形の瓦を用いる「桟

さんがわらぶき

瓦葺」になっ
たあと、平成 7 年に再びかやぶきに戻されたという
この屋根。桜の薄桃色とのコントラストは、今も美
しい姿を見せてくれています。

特発性正常圧水頭症の特徴チェックシート

□ 物忘れが多くなってきた

□ 一日中ぼんやりと過ごすことが多い

□ 呼びかけに反応が遅くなった

□ 声が小さい、表情が乏しくなる

歩行障害

認知症の
症 状

尿 失 禁

□ 小刻み・すり足で歩く

□ 足を開き気味に歩く

□ 不安定で転倒することがある

□ 気がついたら失禁している

飯盛寺
★

若狭西街道

舞鶴若狭自動車道 加斗 PA●
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「広報おばま」で振り返る
小浜のあの時

平成元年

平 成 元 年「広報おばま」の主な掲載記事 1989 年

④【8 月号】昭和 63 年に開場され海水浴客でにぎわう鯉川シーサイドパークなど⑤【12 月号】ふるさと創生事業の計画概要が決定 ⑥【2 月号】近畿
自動車道の敦賀 - 舞鶴間を「建設を開始すべき路線」と位置づけ ⑦【5 月号】内外海小学校の土地造成工事が開始 ⑧【11 月号】海

かいおうまる

王丸が小浜湾に入港

①【3 月号】大型観光キャンペーンイベントとして SL を誘致 ②【6 月号】県立図書館若狭分館オープンを今富小広報委員がリポート ③【10 月号】
県立大学小浜キャンパスの設置が決定

　

平
成
31
年
４
月
１
日
に
新
元

号
「
令
和
」
が
発
表
さ
れ
、
５

月
１
日
か
ら
令
和
元
年
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
、
64
年
１
月
７

日
を
最
後
に
「
昭
和
」
の
時
代

か
ら
変
わ
っ
た「
平
成
」元
年
を
、

当
時
の
『
広
報
お
ば
ま
』
の
記

事
と
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

▲平成元年１月号表紙

２
月
号　

近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
の
敦
賀
・
舞
鶴

　
　
　
　

間
（
72
㌔
）
全
線
が
基
本
計
画
に
格
上
げ
⑥

●
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
が
導
入
。
税
率
は
３
％

４
月
号　

８
年
ぶ
り
に
Ｓ
Ｌ
機
関
車
が
臨
時
急
行

　
　
　
　

列
車
と
し
て
小
浜
線
を
運
行
①

５
月
号　

阿
納
尻
、
堅
海
、
矢
代
小
学
校
の
３
校

　
　
　
　

を
統
合
し
た
内
外
海
小
学
校
の
造
成
工

　
　
　
　

事
が
着
工
⑦

６
月
号　

県
立
図
書
館
若
狭
分
館
（
現:

若
狭
図

　
　
　
　

書
学
習
セ
ン
タ
ー
・
南
川
町
）
が
完
成
②

８
月
号　

環
境
庁
（
現:

環
境
省
）
が
行
っ
た
全

　
　
　
　

国
星
空
継
続
観
察
で
若
狭
高
校
理
化
学

　
　
　
　

研
究
部
が
観
察
員
と
な
っ
た
本
市
が
宮

　
　
　
　

崎
県
の
３
市
町
村
に
続
き
４
位
入
賞

10
月
号　

県
立
大
学
生
物
資
源
学
部
の
海
洋
生
物

　
　
　
　

資
源
学
科
の
設
置
が
決
定
③

11
月
号　

嶺
南
初
の
３
年
制
看
護
専
門
学
校
「
公

　
　
　
　

立
若
狭
高
等
看
護
学
院
」
が
平
成
２
年

　
　
　
　

４
月
の
開
校
を
目
指
し
て
建
設
工
事
が

　
　
　
　

進
め
ら
れ
る

11
月
号　

桑
田
テ
ン
ト
（
千
種
一
丁
目
）
製
作
の

　
　
　
　

帆
が
張
ら
れ
た
運
輸
省
（
現:

国
土
交

　
　
　
　

通
省
）
の
練
習
帆
船
・
海か

い
お
う
ま
る

王
丸
が
小
浜

　
　
　
　

湾
に
入
港
⑧

12
月
号　

平
成
２
年
１
月
か
ら
毎
月
第
２
、
第
４

　
　
　
　

土
曜
日
は
市
役
所
を
閉
庁

12
月
号　
「
マ
ー
メ
イ
ド
テ
ラ
ス
建
設
事
業
」
な

　
　
　
　

ど
平
成
２
年
度
か
ら
11
年
度
ま
で
取
り

　
　
　
　

組
む
市
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
「
海
に

　
　
　
　

抱
か
れ
た
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　
　

の
計
画
概
要
が
決
定
⑤

①

④

⑤

⑥ ⑦ ⑧

② ③




